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１．背景と目的	
 

	
 近年、歴史的な空間を都市再生に活かしていくことが、1

つの課題として捉えられているが、そういった空間の魅力、

必要性は、時代を超えた他者との空間、そして時間の共有

を可能にする点にある。それは空間だけでなく、歴史的な

空間から触れることのできる過去の時代の意志と密接に関

わってくるものである。この意志をも含めた継承が1つ重要

となる。そこで、人々の意志が空間に表れた顕著な例の1

つである、ワルシャワ歴史地区(5.ならびに図-5により定

義)の復原に着目する。不屈の努力によって再生された都市

空間とそこにかけた強い意志がどのように継承されたのか、

が本研究のテーマとなる。	
 

	
 本論文では、文化財としての都市空間の、空間だけでな

くそこに投影された意志をも含めた価値という観点から、

研究を進めていく。復原されたワルシャワ歴史地区の文化

財としての価値とはどのようなものだったのか、そして復

原後にどう受け止められ変わっていったのか、今どう継承

されようとしているのか。さらに現代からの視点で捉え、

今後の継承のあり方を探ることが本研究の目的である。	
 

 
２．本研究の位置付け	
 

 既往研究では、そういった現代的視点が欠けており、本
研究ではそこに取り組むこととする。日本においてはワル

シャワの戦災復興に関する研究、復原の過程に関する研究

は行われているが1),2),3)、現代から見たその意義と今後の継

承に関する議論はなされていない。また海外の研究(1)にお

いても、復原のプロセスやデザイン、復原された地区の価

値やそれをめぐる議論に焦点をあてたものはあるが、歴史

地区のこれからのあり方を、現在の保全の動きや都市デザ

インを含めて大きく論じたものは見当たらない。	
 

３．構成と進め方	
 

	
 論文の構成は大きく分けて2つあり、前半で復原のプロセ

ス、デザインの実態を把握し、ワルシャワ歴史地区がどう

いった地区として復原されたのかを記述する。後半部分で

はその継承の過程を、歴史地区の文化財としての価値をめ

ぐる議論、そして現在の動きを追うことで明らかにし、そ

れらを踏まえてこれからの歴史地区のあり方を考察する。	
 

	
 文献調査と現地でのヒアリングを基に事実を整理し、考

察を行った。過去の出来事に関しては基本的に文献から読

み解き、専門家へのヒアリングで補足を行っている。近年

の動き、これからの動きに関しては行政の資料を中心に、

関係者にヒアリングを行い補足した。	
 

 
４．ワルシャワの戦災	
 

 ワルシャワは第２次世界大戦で、市街地の約85%が瓦礫と
化し、100万人以上の命が落とされた3)。これは、詳細な調

査に基づき文化的な価値のある建築物から優先的に破壊し

ていくことで、ワルシャワの民族浄化を進めようとした、

ナチスの系統的文化絶滅プログラムによるものである4)。	
 

	
 その中で、世界での他都市と同様に、戦争という好機を

活かした戦後の都市改造の動きが生まれ、秘密裏に専門家

による議論がなされていた。それと同時にナチスへの侵略

に対する抵抗として、他国に破壊された都市をポーランド

独自のスタイルで復原しようという動きが起こった。その

準備として、戦時中からワルシャワ工科大学の学生の手に

よって戦前の建物の図面が作成され、写真や絵画などの資

料、装飾品の破片などもナチスの目を盗んで保管されてい

た(2)。また、将来の都市の担い手を育てるため、教育活動

は戦時中も継続されていた。	
 

	
 長い間他国に支配され、自らの歴史、文化、アイデンテ

ワルシャワ歴史地区の復原とその継承に関する研究	
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ィティへの強い想いがあることに加え、ナチスの計画的な

破壊戦略が、ワルシャワ市民の文化的アイデンティティ奪

還への想いをより強大なものにし、そっくりそのまま迅速

に都市を復原するというアイデアを生んだと考えられる4)。

復原という行為は、戦災復興の中に見出した、破壊され心

理的ダメージを受けた自らの都市にそれでも生きることへ

の希望であったと言える。	
 

 
５．ワルシャワ歴史地区の復原	
 

 終戦後、戦災復興が始まるが、都市全体としては住宅供
給、交通、工業に力が入れられ、近代的首都の建設が進め

られた。CIAMの影響を受け、戦前の劣悪な住環境を改善し、

設備や1人あたりの床面積等、近代的水準を満たした住宅団

地の建設に加え、主要道路の拡幅、建設により、経済、産

業の発展を支える都市交通ネットワークが目指された。ポ

ーランドの産業の中心となる新興工業団地も建設された(3)。	
 

	
 この動きは、歴史地区の建造物の復原という考えと対立

することになる。その中でも共存の道を見つけ進めたこと

が、歴史地区復原の実現につながった。街並みの復原を可

能にしたのは、5つの要因が絡み合ったからだとルビアトフ

スキは述べている。(1)復原と開発の地区の分担、(2)ザフ
ヴァトヴィッチ、シガーリンといった復原の中心的人物の

政治力、(3)社会主義の浸透のためのソ連の方針転換、(4)

社会主義への転向に伴う土地の国有化、(5)戦後の資本主義

から社会主義への転換期の不安定な政治体制、である(4)。	
 

 

図–1	
 歴史地区の復原に影響を与えた５つの要因	
 

	
 こういった様々な要因が絡み合った結果、ある歴史的な

地区のみ復原が実行された。その地区を本研究では他地区

と区別しワルシャワ歴史地区と呼ぶ(5)。復原派と開発派の

対立と共存(図-6)の間で、特別な指定や枠組みがない中で、

様々な意図が働いて復原された地区である。そこでは、戦

時中に作成、保管された資料が取り出され、それに基づい

た詳細な復原が行われた。復原には破壊された建物の瓦礫

が使用され、多くの市民の手によって瓦礫を収集し組み合

わせる作業が行われ、かつてのまちの姿が取り戻された。	
 

	
 忠実に復原されたと言われるワルシャワ歴史地区だが、

そのデザインの中にはいくつもの工夫が見られる(6)。戦前

の姿そのままを復原したのではなく、過去の増改築の中で

歴史的に重要な時代と捉えられた17、18世紀のデザインが

選択されたり、建物密度を減らし近代的設備を導入するこ	
 

 

図–2	
 ワルシャワ歴史地区の位置（破線部内）	
 

 

図–3	
 王宮広場の下を通るトンネル	
 

(出典：Włodzimierz Pela, Andrzej Sołtan et al (2007) p32)	
 5) 
とで近代的居住環境に合わせたりしている。	
 

	
 まず、旧市街の王宮広場を貫通するように計画されてい

た主要幹線道路を王宮広場の下にトンネルを建設しそこを

通したことで、歴史地区の復原の大きな前提条件を確保し

ている(図-3)。人口が増加する中で建てられていった城壁

に接続した建物群を取り除き、本来の城壁の姿を取り戻し

たことで、この地区の重要な景観を創出している。さらに、

この復原の最大の特徴はファサードの忠実な復原であり、

一見戦前と全く同じデザインのようだが、よく見ると景観

を創出するために屋根のラインを揃えたり、窓や装飾のデ

ザインの統一が図られたり、と工夫がなされている(図-4)。

また、あえて手を加えたことがわかるように古い部分が見

えるデザインにすることで、歴史の階層性を示すような意

図も見られる。	
 

	
 建築内部では戦前の劣悪な居住環境を改善するため、設

備や部屋の大きさなどで、大きな改善が行われている。ア
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ーチの形状においても、改修する中で、隠されてしまって

いた本来のデザインに戻されたものが多い。オープンスペ

ースや住民の動線の確保のために、人口増加の中で増築さ

れてきた街区内部の建物は取り除かれている(図-5)。それ	
 

	
 

図–4	
 旧市街イェズイツカ通りNo.8-2の復原	
 

(図面の出典：Jan Zachwatwicz et al(1956))	
 6) 

に伴い教会へのヴィスタといった特徴的な景観を創出する

試みも見られる(図-5中矢印)。	
 

 

図–5	
 戦前と戦後の旧市街のオープンスペースの変化	
 

(出典：Włodzimierz Pela, Andrzej Sołtan et al (2007) p17)	
 5)	
 

	
 近代的首都建設と、文化的アイデンティティの奪還とい

う２つの軸からなる大きな構造の間で、ワルシャワ歴史地

区のデザインはなされた。近代的な居住環境の実現、ワル

シャワの歴史を伝える文化財の保存、市民に希望を与える

都市の再生が目指されたのである。復原されたワルシャワ

歴史地区は、戦争で失われた自らの都市の姿を取り戻した

いという想い、戦争を乗り越え希望を見出せる新しい都市

の姿を作りたいという想い、という２つの強い意志から生

まれた、新たなワルシャワの姿と言える。	
 

	
 

６．ワルシャワ歴史地区の復原に対する評価の変化	
 

	
 歴史地区の復原をめぐっては、戦時中からポーランド国

内で意見が分かれた。復原をコピーという歴史に不正に手

を加える行為として捉えた批判、復原が建築的発展の阻害

要因となることへの批判があり、その一方、風景の再生が

戦争を経験した市民にとって大きな価値があること、確か

な根拠に基づき復原された歴史地区は文化財として十分な

価値を有するとの説得力があること、が主張されている7)。	
 

	
 その後、この議論が世界をも次第に巻き込んでいくのだ	
 

が、市民の想いという内なるものから生まれた都市空間の

価値という、文化財の新たな考え方が世界に投げかけられ

たのである。1964年のヴェニス憲章では、当時の文化財の

オーセンティシティの概念が国際的に共有されたわけだが、
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この時点では、オリジナルに手を加えていること、復原に

際して個別の建築物ごとに異なる時代を選定していること

が、文化財保存に関する当時の概念に反するとされ、ワル

シャワの復原は否定的に捉えられている8)。一方、戦後、政

治的理由から25年間許されなかった王宮の復原が、戦後の

復原と同様のやり方で開始されたことは、ワルシャワが発

信した新たな文化財としての姿が再び具現化されたことを

意味する。形が不完全であっても時代の意志を収める器と

しての価値があれば文化財と呼べるのではないか、という

ワルシャワの問いかけは、はじめ否定されたものの次第に

肯定的に受け止められるようになった。	
 

	
 そして1980年にUNESCOの世界文化遺産に登録されたこと

によって、普遍的な力を持つ世界で共有されるべき財産と

して認められた。当時のオーセンティシティの概念にそぐ

わないことを認識した上で、「都市の再生への国民の意志」

「最も重要な文化的環境を守ろうとする意志の象徴」9)に価

値があると申請され、一度は落選するも、２度目の申請で、

歴史的地区保存の新たな規範の創造、戦争による破壊と国

民の意志の記録、という2点を理由として選定された10)。市

民の意志が空間として表れたこと、また詳細な資料に基づ

いた復原の質の高さが評価されたと言える。	
 

	
 これまでの歴史地区の復原をめぐる議論をみると、(1)

オリジナルの価値、(2)時代の選定、(3)普遍性と特殊性、

という3つの争点があった。オリジナルの素材・形態への操

作と、復原における時代の選定が、オーセンティシティの

概念に反している点で否定されていたものの、それとはま

た違った新しい文化財としてのあり方が問われ、議論され

た。破壊された都市の戦後の社会主義政権下での復原とい

う特殊的状況であるが、市民の想いが空間として継承され

たという普遍的価値が認められたのである。	
 

	
 世界遺産登録と王宮の復原は、戦争を体験した世代によ	
 

る復原と継承という1つの時代の到達点であると考えられ	
 

る(図-6)。戦災復興とそれに続く中心地の開発の中で、歴

史地区に対してアイデンティティを求める意志が働き、ワ

ルシャワ歴史地区は復原、そして都市空間として継承され

ていった。戦後すぐ復原と開発の対立が地区の分担によっ

て棲み分けされたのに続き、歴史地区の継承においても、

中心市街地の近代化と対立することなく進められたことが

大きな背景となっている。しかし、その後戦争経験者が減

っていくことに加え、1990年を境に社会体制が大きく変わ	
 

 

図–6	
 6章まとめ：歴史地区の復原と継承の１つの到達点	
 

り、新たな世代の新たな継承の時代となったのである。	
 

 
７．歴史地区をめぐる新たな継承の動き	
 

	
 新たに迎えた時代の大きな背景としては、歴史地区の観

光地化の促進による、観光資源としての魅力の高揚への傾

倒、それによる市民の乖離というものが挙げられる。また、

その一方で、近年の社会の情報化によって歴史に関する情

報へのアクセスが容易になり、さらに歴史に対して自由な

主張ができるようになり、市民レベルでの歴史的建造物へ

の関心が高まってきているのも重要な背景である(7)。	
 

	
 その中で、歴史地区の価値の継承に関わる主体に変化が

起きている(8)。歴史地区の復原を主導したワルシャワ市歴

史的建築部(図-6)を引き継ぎ、戦後一貫して歴史地区の文

化財を管理してきた同市文化財保全局に加え、都市デザイ

ン全体を進める同市都市・建築局、さらには、独自に建築

物の開発・改善に努める民間ディベロッパーの３極が、そ

れぞれ違ったスタンスで歴史の継承に取り組んでいる。文

化財保全局は戦後に市民が残したまちの姿、そしてそこに

ある記憶を守ることが重要だと考えている。それに対し、

都市・建築局は都市全体の発展の中でアイデンティティを

打ち出すための歴史的資源の活用を目指しているし(図-7)、

民間ディベロッパーは、独自の開発の中でも歴史地区周辺

ではその文脈を汲み取ったデザインを目指すような動きを

見せている。	
 

	
 文化財保全局の役割は、歴史地区の歴史と場所の重要性

が忘れられないようにすることであり、そのために啓蒙す

るために必要なものの設置に積極的に取り組んでいる。例

えば、詳細な復原に貢献した貴重な資料であるベルナル

ド・ベロットの風景画をまちに設置したり、青銅でできた

旧市街の模型を街角に展示したりしている。	
 

	
 都市・建築局が描く将来像と都市戦略では、誇るべきア

イデンティティを有した文化の創造のために、歴史地区を

含んだエリアの開発規制がなされ、文化財保全局の目指す

ところを後押ししている(図-7)。	
 

	
 その一方で、市の新たなシンボルとして計画しているサ	
 

スキ宮殿の復原では、両者は対立している。都市・建築局

は、かつて王が居住していたサスキ宮殿を復原し市庁舎と

することで、ワルシャワの歴史的・文化的アイデンティテ

ィを打ち出そうとしている。しかし、歴史地区に隣接する

場所での復原は、歴史地区の文化財としての本来の価値を

見えにくくしてしまう危険性があると、文化財保全局によ

って指摘されているのである。	
 

 同様に、民間ディベロッパーが計画しているフォクサル
通りの建物のファサードの改修も、保全局に反対されてい

る。民間ディベロッパーは、建物の装飾を19世紀のデザイ

ンにしようとしているが、文化財保全局は戦前から変わら

ないそのデザインを継承していくことが重要であると考え

ている。一方で都市・建築局が打ち出しているカラス宮殿

の復原は前向きに検討されている。カラス宮殿が1913年に

壊されて以来、その場所は100年間空地のままであり、宮殿	
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の復原は歴史地区の街並み、連続性を保つ意味があると文

化財保全局は考えている。	
 

	
 このように、現代の歴史地区の継承を取り巻く環境は、 

 

 

図–7	
 歴史地区を含めた文化財保全の戦略	
 

（出典：Municipal Planning Institution Office of Architecture and  
Spacial Planning(2007) ,p22）11)	
 

各主体の姿勢の違い、状況に応じた判断の違いによって複

雑なものになってきた(図-8)。さらに歴史への関心の高揚

による市民の参加が加わり、新たな担い手が出現すること

で、より複雑な状況になると考えられる。	
 

 

図–8	
 7章まとめ：歴史地区の保全を取り巻く状況	
 

 
８．ワルシャワ歴史地区の継承の実態	
 

	
 戦後の復原から現在にかけてのワルシャワ歴史地区を見

て、3つのステージがあったと考えられ、最後に仮説を立て

ることで筆者の主張としたい。戦争を経験した世代による

復原とその継承は、社会主義という政治体制の中、ワルシ

ャワ歴史地区に集中して進められ、王宮の復原、世界遺産

の登録によってその価値が認められ、１つの到達点に達し

たと言える。それが第１、第２ステージである。その後、

社会体制が大きく変わり、継承に関わる主体の世代交代と

多様化、対象とする地域の拡大が起こる。それによって文

化財保全局が保ってきたものとは違う意志が生まれ、噛み

合わない部分が出てきた。これがこれからの継承において

の悩ましいポイントの本質と言える(図-9)。	
 

	
 空間と時代の意志に焦点を当てると、第１、第２ステー

ジにおいては、アイデンティティを求める強い意志が、復

原的創出、そしてその継承に直接働きかけていたが、現代

においては戦後から受け継がれた意志が、継承の担い手の

世代が交代する中で、実際にアイデンティティを求める意

志よりも、文化財としての価値を守ろうとする意志へと、

転換されたと解釈できる。その一方で、サスキ宮殿などの

復原のように、歴史地区の歴史を汲み取り、そこに新たに

今という時代の価値を加えようとする動きが出てきている。

これは今の時代におけるアイデンティティを求める意志と

取ることができる。これらは先ほどみたように相容れない

面があり、こういった複雑に絡み合う新たな時代の意志と

新たな時代の空間をどう構築していくか、これが歴史地区

の継承の直面する困難の要因であると考えられる(図-10)。 
	
 このような意志は、各主体が歴史地区を継承しようとす

る姿勢であって、正しいか間違っているかと言う問題では

ない。それを踏まえ、どの意志をどこに反映させるのかと	
 

いうことが、これから重要な点になる。	
 

	
 また、歴史への姿勢とやはりそこにも自分たちの時代の

もの、価値をつけていこうとする動きがあるのは戦後と似

たような構造であり、復原された歴史地区の継承において	
 

は常に両者が天秤にかけられている。これが歴史地区の継

承における大きな構造であると言える。	
 

- 695 -



 
 
 
 
 
 
 

公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol.47 No.3 2012年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan, Vol.47 No.3, October, 2012

 

 

	
 さらに、かつての記憶が薄れていくのは当然であり、記 
憶を継承しようとする啓蒙的な取り組みは必要だが、記憶

と結びついた都市空間を継承するために、実空間への操作

も議論していかなくてはいけない。	
 

	
 以上の3つが現在のワルシャワ歴史地区の継承の実態で

あり、今後議論していかなくてはいけないものである。	
 

 

図–9	
 歴史の継承における主体の狙いと動きの変化	
 

 

図‒10 歴史の継承における空間と時代の意志の変化 
 
９．今後の歴史地区の継承に必要な視点	
 

	
 今後の歴史地区の継承に必要な視点であると同時に、ワ

ルシャワから学ぶことのできる視点として、以下の3つが挙

げられる。	
 

(1)変化する意志を貫く	
 

	
 図-10で示したように時代の意志が変わる中で、どの時代

でも一貫した市民の生き様が重要である。むしろそれが継

承の根拠になっている。負の遺産でありながら賑やかな文

化的空間である現在の歴史地区に表れている、屈すること

なく自らの文化を発信していくその姿勢こそが重要である。	
 

(2)歴史を「点」ではなく「線」で捉える	
 

	
 必死に復原したものを次の時代に議論し、解釈し、継承

してきた。時間軸において、過去と今を点と点で結ぶので

なく、それまでの軌跡を線で捉え将来を見つめる視点によ

りうまく継承されてきたと言え、今後も必要な視点である。	
 

(3)グローバルな財産におけるローカルな視点	
 

	
 世界遺産であるワルシャワ歴史地区は、世界で共有され

る財産であるが、その視点にとらわれず、あえて世界を意

識しないローカルなものの見方、その場に宿る信念を貫く

独自の試みが今後重要となるであろう。戦後すぐのワルシ

ャワにあったのは、まさにこの姿勢である。	
 

【注釈】	
 

(1)海外における研究に関してはMarek Baranski (2006) 12)
に整理されている。 

(2)ワルシャワ工科大学建築学科のProf. Robert Kunkelへのヒアリングによる。

ワルシャワ工科大学には実際に作成された図面計３万点が保管されている。 

(3)戦後打ち出された「ワルシャワ復興６カ年計画」13)
、Adolf Ciborowski    

(1964) 14)
の英訳版を参照して整理した。 

(4)Andrzej Lubiatowski(The Union of Polish Metropolises)へのヒアリングによる。	
 

(5)図–2の点線内、新市街、旧市街、クラコフスキェ・プシェドミエシチェ

通りとノヴィ・シフィアト通り沿いの地域を歴史地区と呼ぶことにする。	
 

(6)記述したいくつかのデザインの特徴は、Jan Zachwatwicz et al (1956) 6)
掲載

の図面から判断した他、Włodzimierz Pela et al (2007) 5)
を参照して整理した。	
 

(7)Gazeta Wyborczaの記事を基にしたMunicipal Office of Urban Planning and 

Strategy of DevelopmentのMSc. arch. Wojciech Oleniskiの解説を参照した。 
(8)現在の歴史地区をめぐる動きに関しては、MSc. arch. Wojciech Oleniskiと、
文化財保全局のDr. Karol Guttmejerへのヒアリングを基に整理した。 
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